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１．事業概要

　《事業の目的》　

　　　延岡商工会議所青年部(YEG)の創始からの想いである『まちづくり』の精神を

　　受け継ぎ、延岡市の未来を担うべき子ども達を育成するための事業を実施する。

　　また、普段では味わうことの出来ない経験や地域の大人達との交流を通して

　「地元を盛り上げたい・役に立ちたい」という子ども達の郷土愛を醸成する。

　《実施内容》　

　　　市内の小学5・6年生が4～5人1チームで模擬の株式会社を設立し、自分達で

　　商品計画や収支計画を取りまとめて商売を行い会社の経営を経験する。

　　本年度、ジュニアエコノミーカレッジは以下の4つのカリキュラムを実施。

　　　(1) ドリームセミナー・サポーターセミナー　

ジュニアエコノミーカレッジのルール説明、株式会社の仕組みや

商売とは何かを学ぶ講義を実施。

模擬の株式会社の会社名・キャッチコピーを決定し、子ども達は

それぞれの役職に就任して登記書を作成。

同時間帯に保護者を対象としたサポーターセミナーを実施し

子ども達への関わり方や当事業の目的について説明。

　　　(2) アクティブセミナー　

ドリームボード(商品プラン・店作りプラン)を作成してプレゼン。

株券発行や銀行借入の審査を通過したチームが商売の準備を行う。

元手を仕入れるための株券の扱いや帳簿の付け方を学ぶ講義を実施。

　　　(3) 販売実践会　

手に入れた元手を使って仕入れを行い、プランに沿って準備した商品や

店舗で一般客を相手に販売活動を行う。事前に自社ＣＭ動画を撮影や

看板を作成するなど広報活動も同時に実施。

　　　(4) まとめセミナー・納税式・決算報告会　

決算報告書を作成し、利益処分(税金・役員報酬・株主配当金)を行い

各チーム決算報告を実施した。

利益の10％を法人税の名目で延岡市に寄付。延岡市長に目録を贈呈した。

会社を解散し、修了証を子ども達全員に授与。



２．募集結果

　

　　以下の通り3チームの申込みがありました。

No.

1

2

3

6年生 女子4名

旭小学校 6年生

　最終的な申し込みは３チーム（１４名）でした。

ジュニエコを開催するにあたり３～４チームを想定していたため、応募多数による

抽選等行わず実施することができた。

　１回目に参加された学校では、先生達が今年の募集の際に、生徒に応募を協力的

に促していただけた。今後も事業を継続していくことで、このような支援も拡がっ

ていくと思われる。

5年生

　延岡市内の小学5・6年生 約2,000名

に募集チラシを配布しました。

　昨年に続き２回目の開催ということ

もあり、募集と同時に問い合わせも頂

きました。

　イベントが４回実施されることでス

ケジュールが合わず、申し込み断念す

るチームもありました。

　夕刊やSNS、HPでの呼びかけも行

い、イベントの周知を行いました。

小学校 学年 男女内訳

男子4名

延岡小学校 女子6名

東小学校



３．ドリームセミナー・サポーターセミナー

　　日時：令和5年 7月30日(日)　会場：中小企業センター

　《ドリームセミナー・サポーターセミナーの様子》

14：50～15：10 商売って何？ 売価・原価・利益等を学ぶ

15：10～16：00 食品・商品のルール ルールを確認する

16：00～16：15 宿題と次回説明 次までにやることを確認

13：50～14：30 会社を登記しよう！

14：30～14：50 会社紹介

会社登記書の作成

会社名・ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ・役職発表

13：15～13：30 ジュニエコについて 今後の日程・内容の説明

13：30～13：50 株式会社とは？ 株式会社・株主について学ぶ

　郷土愛UP委員会と経営力UP委員会が中心となり、ジュニアエコノミーカレッジのルー

ル説明や株式会社や商売についての講義を行った。

その後、子ども達は自分達の会社の名前・キャッチコピー・それぞれの役職を決定し、会

社登記書を作成。

全体の前で自分達の会社を紹介し、意気込みを発表した。

同時並行の形で、別部屋にて保護者の方を対象としたサポーターセミナー

を開催。ルールの確認や、子ども達の自主性を伸ばすために関わり方を

最小限に留めてほしい旨の説明を実施した。

13：00～13：10 開会・資料確認

13：10～13：15 主催者挨拶 鈴木会長挨拶

時間 内容 備考



　《作成した会社登記書》

　　　子ども達は1回目のセミナーということもあり、少し緊張感が見てとれたが

　　熱心に話し合って登記書を作成している様子が非常に印象的であった。

　　ルール把握に苦労しているようだったので分かりやすい説明が必要だと感じた。



４．アクティブセミナー

　　日時：令和5年 9月3日(日)　会場：中小企業センター

　　　子ども達は宿題として仕入れ原価調査や商品の試作・レシピの作成を

　　この日までに行ってきた。その内容を元に商品のプランを作成して売価を

　　設定し、目標販売数量を設定して利益のめあてを決定した。

　　また、どんな店作りを行えばお客様が喜んでくれるかを考えてプランを

　　計画してドリームボード(商品・店作りプレゼンボード)を作成した。

　　青年部会員が証券取引所および銀行役となって子ども達のプレゼンを

　　審査し、合格したチームに株券の発行をまたは借入金の借用を許可した。

　　合格したチームは別室で販売実践の広告用動画の撮影も行った。

　　パソアピUP委員会と共に帳簿の付け方についても学び、元手を使って

　　どんなスケジュールで販売実践会を迎えるかを計画した。

　《アクティブセミナーの様子》

16：30～17：00 宿題と次回説明 次までにやることを確認

15：30～16：10 プラン審査 プランのプレゼン審査

16：10～16：30 帳簿の付け方 帳簿の付け方を学ぶ

12：00～13：00 昼食

13：00～15：30 ドリームボード作成 商品・店作りプランボード作成

10：15～11：15 商品プラン作成 商品内容・売価設定

11：15～12：00 ドリームボード作成 商品・店作りプランボード作成

10：00～10：10 開会・資料確認

10：10～10：15 主催者挨拶 鈴木会長挨拶

時間 内容 備考



　《作成したドリームボード》



５．販売実践会

　　日時：令和5年 10月29日(日)　会場：延岡駅西口街区ビル前

　　　アクティブセミナーでプラン審査に合格して発行した株券を家族等に

　　購入してもらい（1枚 1,000円 × 10枚）得た10,000円、銀行借入の

　　10,000円の計20,000円を元手に商品や店作りの準備をしてきた。

　　会社毎に看板も当日作成して、開店準備を行い11：00に開店。

　　途中、商店街やメイド喫茶のお客様への呼び込みを行った。

　　先に完売したチームが、ほかのチームの販売を手伝ったりする姿も見られ、

　　全チームが販売時間内に完売することができた。

　《販売実践会の様子》

16：30～16：40 宿題と次回説明 次までにやることを確認

16：20～16：30 閉店式 榎本会長挨拶

16：00～16：20 売り上げ金計算 金庫確認・売り上げ計算

10：50～11：00 開店式 榎本会長挨拶・がんばろう宣言

11：00～16：00 販売実践 販売活動

9：00～10：00 看板作成・準備確認 店舗看板作成・準備物確認

10：00～10：50 開店準備

時間 内容 備考



　《販売実践会の様子》



６．まとめセミナー・決算報告会・納税式

　　日時：令和5年 11月19日(日)　会場：Waiwai PLAY LAB

　　　販売実践会での売り上げ金や仕入れの残金を数えて、法人税、役員報酬

　　株主配当金など金額を計算して資金の精算を行った。

　　延岡市長、延岡市教育長を招待し、決算報告会を行った。

　　法人税という名目で売り上げ金の10％を延岡市に寄付。

　　頂き目録を贈呈した。3チーム合計で￥9,637を後日、延岡市に寄付した。

　　税金の使われ方について学び、子ども達が自分達で納めた税金がどのように

　　まちづくりに活かされていくか考えるきっかけとなったと考える。

　　ドリームレポートを作成して、各チーム全体に決算報告を行った。

　　お世話になった人にお礼状を書いて投函した。

　　最後には榎本会長より、グランプリの発表と子供達１人１人に修了証を授与した。

　《まとめセミナー・決算報告会・納税式の様子》

15：20～16：00 お礼状を書こう お世話になった人にお礼状を書く

16：00～16：30 修了式 修了証授与・鈴木会長挨拶

14：00～14：30 ﾄﾞﾘｰﾑﾚﾎﾟｰﾄ作成 決算報告会の準備

14：30～15：20 決算報告会・納税式 決算報告・市長へ目録の授与

13：15～13：25 税金・利息について 税金の使い方・銀行の仕組を学ぶ

13：25～14：00 資金精算 金庫のお金を計算して振分ける

13：00～13：10 開会・資料確認

13：10～13：15 主催者挨拶 榎本会長挨拶

時間 内容 備考



　《まとめセミナー・決算報告会・納税式の様子》



６．保護者アンケート結果

　　11月19日のまとめセミナー時に保護者を対象にアンケートを実施。

　① 全体を通しての感想をお聞かせ下さい。

　② ジュニアエコノミーカレッジの良かった点・勉強になった点は。

　③ 難しかった点や、次回やる場合に改善したほうが良い点は。

・普段経験できないことを体験でき、子供だけでなく、親としても参加でき

て良かった。責任感が少しは感じるようになり、準備中も友達を思いやる行

動が見られて嬉しかった。

・保護者の負担は想像以上にあったが、それ以上に達成感もあった。

・子供の説教的な姿が見れてよかった。保護者がフォローするバランスが

難しかった。ついつい口を出してしまった。

・他の学校とも交流ができ、それがいい刺激になったと思う。

・コロナ禍で友達と長い期間集まって過ごすことができていなかったので

濃い５カ月弱を過ごせ、貴重な経験をさせてあげることができた。

・子供の知らない世界（起業、会計、利益）について経験しながら学べた。

・おかしの販売では原材料表がいることに、親も知らなかった。買い物の

際に表記の仕方をチェックするようになった。

・会社という仕組みがわかり、勉強になった。

・商売の仕方、値段の付け方、どれもこれも勉強になった。

・お金を稼ぐにはたくさん調べて事前準備が必要なことがわかった。

・お金を稼ぐ大変さが子供にも理解してもらえた。

・より良くしようという積極性と、団結力が高まった。

・人それぞれ意見が違っても否定せず、それぞれの意見を活かす方法を模索

する姿に感動した。

・食品の取り扱いはルールブックが良くても保健所からNGとなるのであれば

最初から扱わないようにしてもいいのではないか。

・売れないものの説明は、子供達にはもう少し時間を割いて説明した方が良

かった。理解できていない子がいた。

・子供だけで計画するとフォローする保護者の都合を考えれていなかった。

宿題をするにあたり、スケジュール作成は保護者と一緒にと伝えていただい

た方がよかった。



７．まとめ

　昨年度に続き２回目の開催となった「ジュニアエコノミーカレッジinのべおか」で

すが、多くの方々のご協力により無事に全行程終了することができました。１回目と

は違い、委員会メンバーだけでなく、他委員会と合同でそれぞれ準備、運営をするこ

とで、延岡YEG全体で取り組むことができたイベントになったと思います。

　子供達には「考える力」、「決める力」、「行動する力」を発揮して成功させよう

と話をしていましたが、どのチームも想像を超える質の高い商品・店づくりを実現さ

せてくれました。

　心配されていた集客についても、駅前周辺のハロウィンイベントと同時開催と告知

していくことで、駅周辺が一体となって盛り上がることができました。

　今後も継続してイベントを行い、将来、この地で起業を志す人材を育てていくことが

我々の使命だと思います。

　最後に改めてご協力いただいた皆様にお礼申し上げます。ありがとうございました。


